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しているプルデンシャル・ファイナンシャル社とは関係がありません。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年8月18日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年8月18日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年8月18日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

北朝鮮を巡る地政学リスクに対する懸念が後退したことを受け
て、インド株式市場は週半ばまで上昇しました。その後、週末に
かけて米国政治の不透明感が高まったことなどからインド株式
市場は下落しましたが、前週末比で上昇基調を維持して引けま
した。

8月14日の引け後に発表された7月の消費者物価指数（CPI）上
昇率が市場予想を上回ったものの、底堅い需要を背景にインド

10年国債利回りは小動きに留まりました。

地政学リスク懸念が緩和した一方で、米国の政治不透明感が
強まったことを背景に、ルピーは対米ドルで小動きとなりまし
た。また、円も対米ドルで小動きとなったことから、対円でも横ば
いとなりました。

（対象期間：2017/8/14～8/18）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/8/11 2017/8/18 変化率

31,213.59 31,524.68 +1.00%

2017/8/11 2017/8/18 変化幅

6.507 6.513 +0.006

2017/8/11 2017/8/18 変化率

1.700 1.701 +0.06%
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